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Ⅰ　基本事項

Ⅱ　点検項目

事後評価書（完了後の評価）

１．費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化

　本事業では、平成27年度に計画変更により、真浦地区の浮桟橋追加を行い、最終年度であ
る平成28年度に事業計画の一部を廃止して、新規事業計画に移行した。そのため、算定基礎
の見直しを行った所、費用便益比率は平成27年の1.16から令和5年の1.10へと減少している。

主要工事計画
沖防波堤110m、東2号防波堤163.7m、東3号防波堤35m、第8号防波堤150m、
1号護岸155m、1号浮体式物揚場145m、1号浮桟橋80m、臨港道路275m、
用地3,050m2、1号用地護岸85m

事業費 3,545百万円 事業期間 平成14年度～平成28年度

人

地区の特徴

　当漁港は、香川県西部の観音寺市の沖12kmに位置する伊吹島にある拠点漁
港となっている。当漁港で陸揚げされたイワシを加工した煮干しは、日本有
数の品質を誇り伊吹イリコとして全国に出荷されている。また、観音寺市と
伊吹島を結ぶ定期航路の基地としての役割を担っている。

２．事業概要

事業目的

　本地区は、越波等により港内が攪乱し、漁船が衝突するなど安全な漁業活
動の支障となっている。また、係留施設の不足から、防波堤・護岸に係留し
ている状況で、非効率な漁業活動を余儀なくされている。
　このため、防波堤の新設、護岸の改良により、漁業活動の安全性の向上を
図るとともに、係留施設の整備により漁業活動の効率化を図る。

漁業経営体数 58 経営体 組合員数 285

隻

主な漁業種類
船びき網、小型底びき網、

小型定置網
主な魚種

いわし、さわら、すずき、
まだい

登録漁船隻数 192 隻 利用漁船隻数 208

漁港名（種別） 伊吹漁港（第２種） 漁場名 －

陸揚金額 830 百万円 陸揚量 4624 トン

地区名 伊吹
イブキ

事業主体 観音寺市

１．地区概要

都道府県名 香川県 関係市町村 観音寺市

事業名 水産資源環境整備事業 水産生産基盤整備事業
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Ⅲ　総合評価

２．事業効果の発現状況

　事業実施以前は、真浦地区に定期船発着用の特目岸壁しか係留施設が無く、防波堤への係
留や、漁船の多重係留を余儀なくされており、漁船の損傷や漁業活動において非効率的な作
業を強いられていた。また、干満差が約4mと大きいため、高齢化が進む漁業従事者の安全作
業も大きな問題となっていた。防波堤などの外郭施設の整備が進み、浮体式係船岸が整備さ
れた事により、係留施設の不足及び安全利用が一部改善された。また、北浦地区の防波堤の
整備により背後泊地への越波が抑制され、漁船の安全係留が可能となった。
　他に、定期船の発着用施設の浮桟橋の整備により、干満差により干潮時には船の2階からの
乗降、満潮時には1階からの乗降を余儀なくされていた危険な状況が改善し、高齢者でも安全
に乗降が可能となった。

３．事業により整備された施設の管理状況

　伊吹漁港は、香川県西部の生産拠点漁港として、船びき網漁業で捕獲されたカタクチイワシを加工した
「伊吹イリコ」の生産地として重要な役割を担っており、大規模災害時の防災対策の強化とともに、漁業
活動の安全性の向上及び漁業活動の効率化に資するための施設整備が必要である。
　また、他の離島と同様に漁業者及び島民の高齢化は進んでおり、大干満差に対応した浮体式の係留施設
及び定期船発着施設の整備が行われ、島民生活に重要な役割を果たしている。
　本事業の必要性、有効性及び効率性は高く、費用便益比率も1.0を上回っていることから、経済効果につ
いて確認され、想定した事業効果の発現が認められている。

６．今後の課題

　本事業により、漁船の多重係留や防波堤への係留が一部解消されたが、まだ多くの漁船が
多重係留や防波堤係留を行っている状態である。また、防波堤の整備が進んだが未だ台風時
等には波浪の影響を受け、避難を余儀なくされている。
　本事業に引き続き、防波堤・護岸の整備及び係留施設の整備が行われており、漁業者のみ
ならず、地域住民からも早急な整備完了が望まれている。

７．事業の投資効果が十分見込まれたか

平成27年度評価時
の費用便益比B/C

1.16
現時点の

B/C
1.10

※別紙「費用対効果分析
集計表」のとおり

　本事業により整備された施設は、漁港管理者である観音寺市が漁港漁場整備法第２６条の
規定に基づき定められた漁港管理規定に従い、適正に漁港の維持、保全及び運営その他漁港
の維持管理を行っている。

４．事業実施による環境の変化

　防波堤の整備により、越波が抑制された事で漁港内の濁りが減少し、水質も改善された。
　事業実施に当たっては、騒音、振動をはじめ、水質汚濁等の環境への影響に配慮したこと
から、環境の変化は無い。

５．社会経済情勢の変化

　伊吹島の人口は減少傾向にあるが、主要漁業となる、カタクチイワシ漁により漁家経営は
安定しており、水産業が地域における基幹産業としての重要性は引き続き高くい状況にあ
る。
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１　基本情報

２　評価項目

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

計（総便益額）　　　　　　Ｂ 千円

総費用額（現在価値化）　　Ｃ　（税抜） 千円

費用便益比　　　　　　　　Ｂ／Ｃ

３　事業効果のうち貨幣化が困難な効果

・漁港の整備が、伊吹島の玄関としての整備に連動することより、島のイメージアップは

費用対効果分析集計表

都道府県名 香川県 地区名 観音寺市

事業名 水産生産基盤整備事業 施設の耐用年数 50年

評価項目 便益額（現在価値化)

①水産物生産コストの削減効果 3,684,103

②漁獲機会の増大効果

③漁獲可能資源の維持・培養効果

④漁獲物付加価値化の効果 35,284

漁業就労環境の向上 ⑤漁業就業者の労働環境改善効果 11,261

生活環境の向上 ⑥生活環境の改善効果 404,269

地域産業の活性化 ⑦漁業外産業への効果

⑬施設利用者の利便性向上効果

⑧生命・財産保全・防御効果 5,015,144

⑨避難・救助・災害対策効果 26,078

⑩自然環境保全・修復効果

　もとより、島民の心も豊かにするものであり、島の生活の向上と活性化が期待できる。

水産物の生産性向上

非常時・緊急時の対処

自然保全・文化の継承

その他

便
益
の
評
価
項
目
及
び
便
益
額

⑭その他

9,176,140

8,315,352

1.10

⑪景観改善効果

⑫地域文化保全・継承効果
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水産生産基盤整備事業の効用に関する説明資料

1.事業概要

 （1）事 業 目 的 ： 　港内静穏度が確保されていないことや係留施設の不足等により非効率的な

漁業活動を余儀なくされていることから、外郭施設、係留施設、臨港道路等

の整備を行い、水産物の生産性向上および漁業就労環境、生活環境等の向上

を図る。

 （2）主要工事計画： 沖防波堤110m、東２号防波堤163.7ｍ、東３号防波堤35.0m、第８号防波堤150.0m

１号浮体式係船岸145.0m、１号浮桟橋80.0m、臨港道路275.0ｍ、

用地3,050m2、１号用地護岸85.0m

 （3）事　業　費　： 3,545百万円

 （4）工　　　　期： 平成14年度～平成28年度

2.総費用便益比の総括

 （1）総費用便益比の総括

　　｢水産基盤整備事業費用対効果分析ガイドライン｣（令和５年６月改訂 水産庁）

　　及び同｢参考資料｣（令和５年６月改訂 水産庁）等に基づき算定

総費用(現在価値化)（税抜） (千円)

総便益額(現在価値化) (千円)

総費用総便益比

 （2）総費用の総括

沖防波堤 L= 110.0 m

東２号防波堤 L= 163.7 m

東３号防波堤 L= 35.0 m

第８号防波堤 L= 150.0 m

１号護岸 L= 155.0 m

１号浮体式物揚場 L= 145.0 m

１号浮桟橋 L= 80.0 m

臨港道路 L= 275.0 m

用地 A= 3050.0 m2

１号用地護岸 L= 85.0 m

計

維持管理費等

総費用（消費税込み）

内、消費税額

総費用（消費税抜き）

現在価値化後の総費用

区分 算定式 数値

① 8,315,352               

② 9,176,140               

②÷① 1.10                    

施設名 整備規模 事業費(千円)

852,734                     

1,021,248                   

311,895                     

167,271                     

208,381                     

426,163                     

406,114                     

38,755                      

11,643                      

100,770                     

8,315,352                      

3,544,974                   

15,000                         

3,559,974                      

189,435                        

3,370,539                      
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 （3）年間標準便益

避難回数の減少効果

係留場所の移動回数の減少効果

漁船係留作業時間の削減

漁船係留資材費用の削減効果

入出港時間の削減効果

漁具修理の時間短縮効果

漁船耐用年数の延長効果

計 259,825          

効果項目　　　　　　　　　区分　 年間標準便益額
(千円)

効果の要因

漁獲物付加価値化の効果 1,200            

水産物生産コストの削減効果 106,017          

煮干しの出荷回数の増加

漁業就業者の労働環境改善効果 383              

生活環境改善効果 12,725           一般住民の利便性の向上

港内作業の安全性、快適性の向上

生命・財産保全・防御効果 138,771          一般資産、公共土木施設等の財産保全効果

遭難・救助・災害対策果 729              旅客船操船補助の減少
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(４) 費用及び便益の現在価値算定表

③

-21 14

-20 15

-19 16

-18 17

-17 18

-16 19

-15 20

-14 21

-13 22

-12 23

-11 24

-10 25

-9 26

-8 27

-7 28

-6 29

-5 30

-4 1

-3 2

-2 3

-1 4

0 5

1 6

2 7

3 8

4 9

5 10

6 11

7 12

8 13

9 14

10 15

11 16

12 17

13 18

14 19

15 20

16 21

17 22

18 23

19 24

20 25

21 26

22 27

23 28

24 29

25 30

26 31

27 32

28 33

29 34

30 35

31 36

32 37

33 38

34 39

35 40

36 41

37 42

38 43

39 44

40 45

41 46

42 47

43 48

① ② ①×②×③ ④ ①×④

2.279 1.451 200,000 190,476 629,872 0 0 0 0 0 0 0 0

2.191 1.481 200,000 190,476 618,071 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

2.026 1.482 200,000 190,476 571,911 0 0 0 0 0 0 0 0

2.107 1.483 200,000 190,476 595,177 0

1.948 1.453 200,000 190,476 539,132 0 0 0 0 0 0 0 0

1.873 1.466 190,013 180,965 496,896 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 01.801 1.463 486,645 463,471 1,221,184

1.665 1.320 96,496 91,901 201,980 68,124 0 0 1,169 35,659 0 104,952 174,745

1.732 1.373 792,575 754,833 1,795,021

1.601 1.369 81,370 77,495 169,852 72,916 0 0 1,169 138,771 729 213,585 341,950

72,916 0 0 1,169 138,771 729 213,585 316,106

72,916 0 0 1,169 138,771 729 213,585 328,7071.539 1.321 148,593 141,517 287,707

1.423 1.268 149,875 138,773 250,397 72,916 0 0 1,169 138,771 729 213,585 303,931

1.480 1.326 20,740 19,752 38,764

1.369 1.247 198,380 183,685 313,577 72,916 0 0 1,169 138,771 729 213,585 292,398

106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 330,203

106,017 1,200 383 1,169 138,771 729 248,269 326,7221.316 1.247 380,287 352,118 577,843

1.217 1.176 300 278 398 106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 317,674

1.265 1.214 300 278 427

1.170 1.144 300 273 365 106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 305,405

106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 282,434

106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 293,6591.125 1.127 300 273 346

1.040 1.000 300 273 284 106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 271,471

1.082 1.087 300 273 321

1.000 1.000 300 273 273 106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 261,030

106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 241,453

106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 251,1110.962 1.000 300 273 262

0.889 1.000 300 273 242 106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 232,056

0.925 1.000 300 273 252

0.855 1.000 300 273 233 106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 223,181

106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 206,214

106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 214,5670.822 1.000 300 273 224

0.760 1.000 300 273 207 106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 198,383

0.790 1.000 300 273 215

0.731 1.000 300 273 199 106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 190,813

106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 176,456

106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 183,5040.703 1.000 300 273 192

0.650 1.000 300 273 177 106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 169,670

0.676 1.000 300 273 184

0.625 1.000 300 273 170 106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 163,144

106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 150,614

106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 156,8790.601 1.000 300 273 164

0.555 1.000 300 273 151 106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 144,872

0.577 1.000 300 273 157

0.534 1.000 300 273 146 106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 139,390

106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 128,949

106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 133,9080.513 1.000 300 273 140

0.475 1.000 300 273 130 106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 123,989

0.494 1.000 300 273 135

0.456 1.000 300 273 124 106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 119,030

106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 110,155

106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 114,5920.439 1.000 300 273 120

0.406 1.000 300 273 111 106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 105,978

0.422 1.000 300 273 115

0.390 1.000 300 273 106 106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 101,802

106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 94,232

106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 97,8860.375 1.000 300 273 102

0.347 1.000 300 273 95 106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 90,577

0.361 1.000 300 273 98

0.333 1.000 300 273 91 106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 86,923

106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 80,397

106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 83,7910.321 1.000 300 273 88

0.296 1.000 300 273 81 106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 77,265

0.308 1.000 300 273 84

0.285 1.000 300 273 78 106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 74,394

106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 68,912

106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 71,5220.274 1.000 300 273 75

0.253 1.000 300 273 69 106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 66,041

0.264 1.000 300 273 72

0.244 1.000 300 273 67 106,017 1,200 383 13,930 138,771 729 261,030 63,691

37,893 1,200 383 12,761 0 0 52,237 11,753

37,893 1,200 383 12,761 103,112 729 156,078 36,5220.234 1.000 300 273 64

0.217 1.000 300 273 59 37,893 1,200 383 12,761 0 0 52,237 11,335

0.225 1.000 300 273 61

0.208 1.000 300 273 57 37,893 1,200 383 12,761 0 0 52,237 10,865

37,893 1,200 383 12,761 0 0 52,237 10,447

0.193 1.000 300 273 53 37,893 1,200 383 12,761 0 0 52,237 10,082

0.200 1.000 300 273 55

0.185 1.000 300 273 50 0 0 0 12,761 0 0 12,761 2,361

計 3,559,974 8,315,352 計 9,176,140

評
価
期
間

年
度

割引率 デフレータ 事業費 事業費 現在価値
水産物生産
コストの削

減効果

漁獲物付加
価値化の効

果

漁業就労者
の労働環境
改善効果

生活環境
改善効果

生命・財産
保全・防御

効果

避難・救
助・災害対

策効果

計 現在価値

費用(千円) 便益(千円)

(維持管理費含む) （税抜） (維持管理費含む)
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3.効果額の算定方法

 (1）水産物生産コストの削減効果

① 観音寺港への避難回数の減少効果
　ｲ) 静穏度向上による避難回数の減少効果（北浦地区）
     防波堤の整備により越波が抑制され、背後泊地の静穏度の向上が可能となり、避難に
   係る経費が削減さえる。

区分 備考
整備前の年間避難回数（回） ① 7.29 10ｍ/s以上の風速を記録した年間日数

(H14～R4 気象庁四国中央観測所)
整備後の年間避難回数（回） ② 3

平均避難日数（日／回） ③ 4.5 調査日： 令和4年2月25日
調査場所： 伊吹漁業協同組合

避難する漁船 ④ 調査対象者： 漁協組合員
船びき網漁業本船 10 調査実施者： 観音寺市建設課職員

調査実施方法： ヒアリング調査
避難に係る燃料費 ⑤ 片道12km　0.5時間(30分)

航行時間 1 往復：0.5×2=1時間
⑥ 機関出力:194ps(143kw)

燃料消費量（L/時間） 24.3 時間当り燃料消費量：143×0.17=24.3L
⑦ 令和元何度～令和５年度の香川平均単価

燃料費（円/L） 94.6 船舶用(免税軽油)
避難に従事する人員（人) ⑧

船びき網漁業本船 20 1隻当り2人

宿泊費（千円／日） ⑨ 12

漁業者の労務単価（円／時間） ⑩ 1,722 漁業経営調査報告（令和5年2月
令和3年度確報　瀬戸内地区）より算定

車両借上費（千円／台／日） ⑪ 7 調査日： 令和4年2月21日
調査場所： 市内リース会社
調査対象者： 市内リース会社
調査実施者： 観音寺市建設課職員
調査実施方法： ヒアリング調査

避難１回当り燃料費用（千円） ⑫ 23 ④×⑤×⑥×⑦÷1000

避難１回当り宿泊費用（千円） ⑬ 840 3.5泊×⑧×⑨

避難１回当り人件費（千円） ⑭ 1,240 ③×⑧×⑩×8時間÷1000

避難１回当り車両借上費用（千円） ⑮ 315 4.5日×（⑧÷2）×⑪

年間便益額（千円/年） ⑯ 10,373 （①-②）×（⑫+⑬+⑭+⑮）
平成22年度より発生
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　ﾛ) 静穏度向上による避難回数の減少効果（真浦地区）
     真浦地区は、港内の静穏度が悪く、漁船の出入港に支障を来しているが、整備される防
   波堤及び今後整備される防波堤･護岸により、港内の静穏度が確保され、荒天時の他港への
   避難が軽減され、避難に係る経費が削減される｡

区分 備考
整備前の年間避難回数（回） ① 7.29 10ｍ/s以上の風速を記録した年間日数

(H14～R4 気象庁四国中央観測所)
整備後の年間避難回数（回） ② 3

平均避難日数（日／回） ③ 4.5 調査日： 令和4年2月25日
調査場所： 伊吹漁業協同組合

避難する漁船 ④ 調査対象者： 漁協組合員
船びき網漁業本船 14 調査実施者： 観音寺市建設課職員

調査実施方法： ヒアリング調査
避難に係る燃料費 ⑤ 片道12km　0.5時間(30分)

航行時間 1 往復：0.5×2=1時間
⑥ 機関出力:194ps(143kw)

燃料消費量（L/時間） 24.3 時間当り燃料消費量：143×0.17=24.3L
⑦ 令和元何度～令和５年度の香川平均単価

燃料費（円/L） 94.6 船舶用(免税軽油)
避難に従事する人員（人) ⑧

船びき網漁業本船 28 1隻当り2人

宿泊費（千円／日） ⑨ 12

漁業者の労務単価（円／時間） ⑩ 1,722 漁業経営調査報告（令和5年2月
令和3年度確報　瀬戸内地区）より算定

車両借上費（千円／台／日） ⑪ 7 調査日： 令和4年2月21日
調査場所： 市内リース会社
調査対象者： 市内リース会社
調査実施者： 観音寺市建設課職員
調査実施方法： ヒアリング調査

避難１回当り燃料費用（千円） ⑫ 32 ④×⑤×⑥×⑦÷1000

避難１回当り宿泊費用（千円） ⑬ 1,176 3.5泊×⑧×⑨

避難１回当り人件費（千円） ⑭ 1,736 ③×⑧×⑩×8時間÷1000

避難１回当り車両借上費用（千円） ⑮ 441 4.5日×（⑧÷2）×⑪

便益額（千円） ⑯ 14,522 （①-②）×（⑫+⑬+⑭+⑮）

H28までの事業費（千円） ⑰ 1,059,135 沖防波堤事業実績

H29以降の事業費（千円） ⑱ 2,173,050 今後整備する防波堤、護岸の総費用
　(H28～R8 特定漁港漁場整備事業)
H28までの事業費按分率 ⑲ 0.33 ⑰÷（⑰+⑱）

年間便益額（千円/年） 4,792 ⑯×⑲
平成23年度より発生
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2) 静穏度の向上による係留場所の移動回数の減少効果（北浦地区）
     北浦地区は、台風接近時や冬季波浪時に防波堤から越波が発生しており、それによる
   港内の擾乱で漁船の安全係留が困難な状況にある。このため､荒天時には､他港ヘ避難し
   ているが、小型の3t未満の漁船は荒天が近づいてくると約12km離れた他港に避難が出来
   ない為、真浦地区の漁港内の最奥部に移動避難しているが、防波堤の整備により、越波
   が抑制され、移動避難に係る経費が削減される。

区分 備考
整備前の年間移動回数（回） ① 7.29 10ｍ/s以上の風速を記録した年間日数

(H14～R4 気象庁四国中央観測所)
整備後の年間移動回数（回） ② 0

移動する漁船（隻） ③ 8 調査日： 令和4年2月25日
調査場所： 伊吹漁業協同組合

移動に係る燃料費 ④ 片道1km　0.17時間(10分)
航行時間 0.34 往復：0.17×2=0.34時間

⑤ 機関出力:65ps(48kw)
燃料消費量（L/時間） 11 時間当り燃料消費量：65×0.17=8.5L

⑥ 令和元何度～令和５年度の香川平均単価
燃料費（円/L） 94.6 船舶用(免税軽油)

１隻当り作業人員（人） ⑦ 1 調査対象者： 漁協組合員
調査実施者： 観音寺市建設課職員

１隻当り作業時間（時間） ⑧ 2 調査実施方法： ヒアリング調査

漁業者の労務単価（円/時間） ⑨ 1,722 漁業経営調査報告（令和5年2月
令和3年度確報　瀬戸内地区）より算定

年間便益額（千円/年） 221 (①-②)×③×{(④×⑤×⑥)+(⑦×⑧×⑨)
}÷1000 平成22年度より発生
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3) 係留施設整備による漁船係留作業時間の削減（真浦地区）
     真浦地区は、係留施設が不足している為、防波堤や護岸に多くの漁船が係留しているが、
   係留施設整備により、漁船係留作業時間が短縮され、作業に係る経費が削減される。

区分 備考
整備される係留施設延長（ｍ） ① 145 １号浮体式物揚場

係留可能漁船（隻） ② 21 145ｍ÷（4.5ｍ×1.5）

整備前の漁船係留作業時間（隻／時間）③ 0.5

整備後の漁船係留作業時間（隻／時間）④ 0.2

対象漁船隻数（隻） ⑤ 調査日： 令和4年2月25日
船びき網漁業本船 14 調査場所： 伊吹漁業協同組合
船びき網漁業運搬船 7 調査対象者： 漁協組合員

調査実施者： 観音寺市建設課職員
調査実施方法： ヒアリング調査

乗組員（人） ⑥
船びき網漁業本船 5
船びき網漁業運搬船 1

年間操縦日数（日） ⑦
船びき網漁業本船 50
船びき網漁業運搬船 50

煮干し出荷回数（回） ⑧ 27 (H18～R3　16年間平均せり回数 別紙参照)

年間削減時間（時間） ⑨ 1,212
船びき網漁業本船 1,050 （③－④）×⑤×⑥×⑦
船びき網漁業運搬船 162 （③－④）×⑤×⑥×（⑦＋⑧）

漁業者の労務単価（円／時間） ⑩ 1,722 漁業経営調査報告（令和5年2月
令和3年度確報　瀬戸内地区）より算定

年間便益額（千円/年） 2,087 ⑨×⑩÷1,000
平成28年度より発生

4) 係留施設整備による漁船係留資材費用の削減効果（真浦地区）
     真浦地区は、係留施設が不足している為、防波堤や護岸に多くの漁船が係留しているが、
   係留施設の整備により、係留ロープの破損、渡板の設置等の漁船係留資材費用が削減され、
   経費が削減される。

区分 備考
整備される係留施設延長（ｍ） ① 145 １号浮体式物揚場

漁船の縦付けバース長（ｍ） ② 6.8 平均船幅4.5ｍ×1.5

対象漁船隻数（隻） ③ 21 ①÷②

整備前の漁船係留資材費（千円／隻） ④ 200

整備後の漁船係留資材費（千円／隻） ⑤ 50

年間便益額（千円/年） 3,150 ③×（④-⑤）
平成28年度より発生

調査日：　　　　令和4年2月25日
調査場所：　　　伊吹漁業協同組合
調査対象者：　　漁協組合員
調査実施者：　　観音寺市建設課職員
調査実施方法：　ヒアリング調査
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5) 漁船の入出港時間の削減効果（真浦地区）
 ｲ. 静穏度が向上することによる入出港時間の削減効果
     真浦地区は、港内の静穏度が悪く、漁船の出入港に支障を来しているが、整備される防
   波堤及び今後整備される防波堤･護岸により、港内の静穏度が確保され、出入港に要する時
   間が短縮され、作業に係る経費が削減される。

区分 備考
整備前の入出港に要する時間（時間） ① 1.0

整備後の入出港に要する時間（時間） ② 0.5 調査日： 令和4年2月25日
調査場所： 伊吹漁業協同組合

船びき網漁業 調査対象者： 漁協組合員
調査実施者： 観音寺市建設課職員

対象漁船隻数（隻） ③ 34 調査実施方法： ヒアリング調査
船びき網漁業本船 2
船びき網漁業運搬船 6
漁協所有船 2
底びき網漁業 16
雑漁桝網漁業 2
その他漁業 6

乗組員（人） ④
船びき網漁業本船 5
船びき網漁業運搬船 1
漁協所有船 2
底びき網漁業 2
雑漁桝網漁業 2
その他漁業 1

年間操業日数（日） ⑤
船びき網漁業本船 50
船びき網漁業運搬船 50
漁協所有船 120
底びき網漁業 200
雑漁桝網漁業 250
その他漁業 300

煮干し出荷回数（回） ⑥ 27 (H18～R3　16年間平均せり回数 別紙参照)

年間削減時間（時間） ⑦ 5,321
船びき網漁業本船 250 （①-②）×③×④×⑤
船びき網漁業運搬船 231 （①-②）×③×④×（⑤+⑥）
漁協所有船 240 （①-②）×③×④×⑤
底びき網漁業 3,200 （①-②）×③×④×⑤
雑漁桝網漁業 500 （①-②）×③×④×⑤
その他漁業 900 （①-②）×③×④×⑤

漁業者の労務単価（円／時間） ⑧ 1,722 漁業経営調査報告（令和5年2月
令和3年度確報　農林水産省）より算定

年間便益額（千円/年） ⑨ 9,163 ⑦×⑧÷1000

Ｈ28までの事業費（千円） ⑩ 1,059,135 防波堤事業実績

Ｈ29以降の事業費（千円） ⑪ 2,173,050 今後整備する防波堤、護岸の総費用
　(H28～R8 特定漁港漁場整備事業)
H28までの事業費按分率 ⑫ 0.33 ⑩÷（⑩+⑪）

年間便益額（千円/年） 3,024 ⑨×⑫
平成28年度より発生
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6) 漁具修理等の時間短縮効果（真浦地区）
     真浦地区の西側部は、定期船の発着場以外に漁港施設用地は無く、防波堤や護岸上で
   漁具の修理が行われているが、漁港施設用地の整備により、作業時間が短縮され、作業
   に係る経費が削減される。

区分 備考
底びき網漁業

整備前の年間作業日数（日） ① 16

整備後の年間作業日数（日） ② 8

底びき網漁業 ③
経営体数（経営体） 8 調査日： 令和4年2月25日
１経営体当り作業従事者（人） 2 調査場所： 伊吹漁業協同組合
１日の作業時間（時間） 8 調査対象者： 漁協組合員

調査実施者： 観音寺市建設課職員
整備前の年間作業日数（日） ④ 50 調査実施方法： ヒアリング調査

整備後の年間作業日数（日） ⑤ 35

雑漁桝網漁業 ⑥
経営体数（経営体） 2
１経営体当り作業従事者（人） 2
１日の作業時間（時間） 8

整備前の年間作業日数（日） ⑦ 16

整備後の年間作業日数（日） ⑧ 10

船びき網漁業 ⑨
経営体数（経営体） 8
１経営体当り作業従事者（人） 10
１日の作業時間（時間） 8

年間削減時間（時間） ⑩ 5,344
底びき網漁業 1,024 （①-②）×③
雑漁桝網漁業 480 （④-⑤）×⑥
船びき網漁業 3,840 （⑦-⑧）×⑨

漁業者の労務単価（円/時間） ⑪ 1,722 漁業経営調査報告（令和5年2月
令和3年度確報　瀬戸内地区）より算定

便益額（千円） ⑫ 9,202 ⑩×⑪÷1,000

H28までの事業費（千円） ⑬ 14,643 用地事業実績

H29以降の事業費（千円） ⑭ 3,000 今後整備する用地総費用
　(H28～R8 特定漁港漁場整備事業)
H28までの事業費按分率 ⑮ 0.83 ⑬÷（⑬＋⑭）

年間便益額（千円/年） 7,638 ⑫×⑮
平成28年度より発生
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7) 漁船耐用年数の延長効果
 ｲ. 防波堤整備による漁船耐用年数の延長（北浦地区）
     北浦地区の泊地は防波堤の越波により静穏度が悪く、狭い水域に多くの漁船が、水
   深が浅い傾斜面へ係留しているため、漁船同士の衝突や防波堤への乗り上げが生じて
   いる。防波堤の整備により、安全な係留が確保され、漁船の耐用年数が延長される。

区分 備考
対象漁船隻数（隻） ① 26

施設整備前の漁船の耐用年数（年） ② 7 減価償却資産の耐用年数に関する省令
（財務省）

施設整備後の漁船の耐用年数（年） ③ 10.17

漁船建造費（千円／トン） ④ 4,786.7 「造船造機統計調査」(国土交通省)
水産基盤整備事業費用対効果分析のガイドライン

漁船総トン数（トン） ⑤ 269.91 令和3年度　係留施設許可証
(令和3年4月1日現在観音寺市調査)

年間便益額（千円/年） 57,530 （1÷②-1÷③）×④×⑤
平成22年度より発生

 ﾛ. 係船岸及び防波堤整備による漁船耐用年数の延長（真浦地区）
     真浦地区には、定期船の発着場以外に係留施設は無く、防波堤・護岸に係留し、狭
   い水域に多くの漁船が、水深が浅い傾斜面へ係留しているため、漁船同士の衝突や防
   波堤への乗り上げが生じている。防波堤及び係船岸の整備により、安全な係留が確保
   され、漁船の耐用年数が延長される。

区分 備考
対象漁船隻数（隻） ① 21

施設整備前の漁船の耐用年数（年） ② 7 減価償却資産の耐用年数に関する省令
（財務省）

施設整備後の漁船の耐用年数（年） ③ 10.17

漁船建造費（千円／トン） ④ 4,786.7 「造船造機統計調査」(国土交通省)
水産基盤整備事業費用対効果分析のガイドライン

漁船総トン数（トン） ⑤ 244.56 令和3年度　係留施設許可証
(令和3年4月1日現在観音寺市調査)

便益額（千円） ⑥ 52,127 （1÷②-１÷③）×④×⑤

Ｈ28までの事業費（千円） ⑦ 1,059,135 防波堤事業実績

Ｈ29以降の事業費（千円） ⑧ 2,173,050 今後整備する防波堤、護岸の総費用
　(H28～R8 特定漁港漁場整備事業)
H28までの事業費按分率 ⑨ 0.33 ⑦÷（⑦+⑧）

年間便益額（千円/年） 17,202 ⑥×⑨
平成28年度より発生



[整理番号 35 ]
（2）漁獲物付加価値化の効果

1) 防波堤、係留施設整備による煮干し出荷回数の増加（真浦地区）
    防波堤の整備により港内の静穏が保てると共に、係留施設の整備により、作業の効率化が
  図れ、煮干し出荷回数の増加が見込める。

区分 備考
経営体1回当たり出荷額（千円） ① 2,000

調査日： 令和4年2月25日
出荷ロス（％） ② 30 調査場所： 伊吹漁業協同組合

調査対象者： 漁協組合員
価格下落率（％） ③ 50 調査実施者： 観音寺市建設課職員

調査実施方法： ヒアリング調査
整備前の出荷制限回数（回） ④ 4

整備後の出荷制限回数（回） ⑤ 0

経営体（体） ⑥ 1

年間便益額（千円/年） 1,200 （④-⑤）①×②×③×⑥
平成28年度より発生



[整理番号 35 ]
（3）漁業就労環境の労働環境改善効果

1) 外郭・係留施設の整備による乗降時や出漁準備作業の労働環境改善効果（真浦地区）
     真浦地区には、定期船の発着場である岸壁以外に係留施設はなく、防波堤や護岸に
   係留しているため、漁船乗降時や出漁準備作業に不便や危険が生じているが、係船岸
   の整備により、労働環境が改善される。

区分 備考
整備前の作業状況の基準値（Ｂランク）① 1.167 労働環境ランク別基準値

公共工事設計労務単価
整備後の作業状況の基準値（Ｃランク）② 1.000 （令和5年度）

対象漁船隻数（隻） ③
船びき網漁業本船 14 調査日： 令和4年2月25日
船びき網漁業運搬船 7 調査場所： 伊吹漁港協同組合

調査対象者： 漁協組合員
乗組員（人） ④ 調査実施者： 観音寺市建設課職員

船びき網漁業本船 5 調査実施方法： ヒアリング調査
船びき網漁業運搬船 1

年間操業日数（日） ⑤ 50

対象作業時間（時間） ⑥ 1

煮干し出荷回数（回） ⑦ 27 (H18～R3　16年間平均せり回数)

年間対象時間（時間） ⑧ 4,039
船びき網漁業本船 3,500 ③×④×⑤×⑥
船びき網漁業運搬船 539 ③×④×（⑤+⑦）×⑥

漁業者の労務単価（円/時間） ⑨ 1,722 漁業経営調査報告（令和5年2月
令和3年度確報　瀬戸内地区）より算定

便益額（千円） ⑩ 1,162 （①-②）×⑧×⑨÷1000

H28までの事業費（千円） ⑪ 1,059,135 沖防波堤事業実績

H29以降の事業費（千円） ⑫ 2,173,050 今後整備する防波堤、護岸の総費用
　(H28～R8 特定漁港漁場整備事業)
H28までの事業費按分率 ⑬ 0.33 ⑫÷（⑪+⑫）

年間便益額（千円/年） 383 ⑩×⑬
平成28年度より発生



[整理番号 35 ]
（4）生活環境改善効果

1) 外郭施設整備及び浮桟橋の整備による一般住民の利便性の向上（真浦地区）
     真浦地区の定期船発着施設がある海域は波浪の影響により、港内の擾乱で定期船の発着
   に影響がでており、離発着・乗降に余分な時間がかかっているが、防波堤の整備により、
   安全でスムーズな離発着・乗降が可能となり、定期船利用者の時間経費が削減される。

区分 備考
整備前の離発着・乗降時間（時間） ① 0.30

整備後の離発着・乗降時間（時間） ② 0.15

旅客船平均年間輸送人員（人） ③ 107,383 H30年度～R4年度平均：観音寺市調査
(R2･3年度はｺﾛﾅの影響が有る為、除外した)

一般利用者の労務単価（円/時間） ④ 2,394 毎月勤労統計調査　全国調査・地方調査
（厚生労働省）

便益額（千円） ⑤ 38,561 （①-②）×③×④÷1000

H28迄の事業費（千円） ⑥ 1,059,135 沖防波堤事業実績

H29以降の事業費（千円） ⑦ 2,173,050 今後整備する防波堤、護岸の総費用
　(H28～R8 特定漁港漁場整備事業)
H28までの事業費按分率 ⑧ 0.33 ⑥÷（⑥+⑦）

年間便益額（千円／年）（按分後） 12,725 ⑤×⑧
平成29年度より発生

2) 外郭施設整備及び浮桟橋の整備による観光客の利便性の向上（真浦地区）
     真浦地区の定期船発着施設は定期船の利用していない時間帯に観光船が利用してい
   る。定期船同様に波浪の影響により、港内の擾乱で観光船の発着に影響がでており、
   離発着・乗降に余分な時間がかかっているが、防波堤の整備により、安全でスムーズ
   な離発着・乗降が可能となり、観光船利用者の時間経費が削減される。

区分 備考
整備前の離発着・乗降時間（時間） ① 0.30

整備後の離発着・乗降時間（時間） ② 0.15

観光船平均年間輸送人員（人） ③ 300 年間5隻程度　1隻当り約30人が乗船
5×30×2(乗降) 伊吹支所での聞き取り調査

観光客の労務単価（円/時間） ④ 2,394 毎月勤労統計調査　全国調査・地方調査
（厚生労働省）

便益額（千円） ⑤ 108 （①-②）×③×④÷1000

H28迄の事業費（千円） ⑥ 1,059,135 沖防波堤事業実績

H29以降の事業費（千円） ⑦ 2,173,050 今後整備する防波堤、護岸の総費用
　(H28～R8 特定漁港漁場整備事業)
H28までの事業費按分率 ⑧ 0.33 ⑥÷（⑥+⑦）

年間便益額（千円／年）（按分後） 36 ⑤×⑧
平成29年度より発生

調査日：　　　　令和4年2月25日
調査場所：　　　伊吹支所
調査対象者：　　伊吹支所職員
調査実施者：　　観音寺市建設課職員
調査実施方法：　ヒアリング調査

調査日：　　　　令和4年2月25日
調査場所：　　　伊吹支所
調査対象者：　　伊吹支所職員
調査実施者：　　観音寺市建設課職員
調査実施方法：　ヒアリング調査



[整理番号 35 ]
3) 外郭施設整備による一般住民の利便性の向上（真浦地区）
     真浦地区の定期船発着施設がある海域は波浪の影響により、港内の擾乱で定期船の
   発着に影響がでており、航行可能な風波であっても､離発着が出来ず欠航となっている
   が､防波堤の整備により、定期船利用者の利便性向上が図れる｡

区分 備考
整備前の年間欠航回数 ① 110

整備後の年間欠航回数 ② 100

旅客船平均年間輸送人員（人） ③ 107,383 H30年度～R4年度平均：観音寺市調査
(R2･3年度はｺﾛﾅの影響が有る為、除外した)

旅客船平均１航海当り輸送人員（人） ④ 37 8航海×365日=2920航海
107,383÷2920

欠航に伴う次便までの平均待ち時間 ⑤ 4 1日4往復

7時から17時50分

一般利用者の労務単価（円/時間） ⑥ 2,394 毎月勤労統計調査　全国調査・地方調査
（厚生労働省）

便益額（千円） ⑦ 3,543 （①-②）×④×⑤×⑥÷1000

H28迄の事業費（千円） ⑧ 1,059,135 沖防波堤事業実績

H29以降の事業費（千円） ⑨ 2,173,050 今後整備する防波堤、護岸の総費用
　(H28～R8 特定漁港漁場整備事業)
H28までの事業費按分率 ⑩ 0.33 ⑧÷（⑧+⑨）

年間便益額（千円／年）（按分後） 1,169 ⑦×⑩
平成22年度より発生

調査日：　　　　令和4年2月25日
調査場所：　　　伊吹支所
調査対象者：　　伊吹支所職員
調査実施者：　　観音寺市建設課職員
調査実施方法：　ヒアリング調査



[整理番号 35 ]
（5）生命・財産保全・防御効果

1) 財産保全効果
　ｲ) 防波堤整備による加工場の財産保全効果（北浦地区）
     北浦地区は台風接近時や冬季波浪時に防波堤から越波が発生しており、背後にある
   「煮干しイリコ」加工場が、度々被災を受け損害が発生しているが、防波堤の整備によ
   り、越波が抑制され、被災による損害が削減される。

区分 備考
経営体数（体） ① 1

家屋１m2当り評価額（千円） ② 200.9

１世帯当り家庭用品評価額（千円／世帯）③ 13,096

従業員１人当り償却資産評価額（千円） ④ 3,600

従業員１人当り在庫資産評価額（千円） ⑤ 1,490 治水経済調査マニュアル（案）
各種資産評価単価及びデフレータ

従業員１人当り付加価値額（円） ⑥ 31,515 令和4年2月改正
国土交通省

家屋浸水深別被害率 ⑦ 0.655 水管理・国土保全局河川計画課

家庭用品浸水深別被害率 ⑧ 1.000 海岸事業の費用便益分析指針
令和2年4月　一部更新

事業所償却被害率 ⑨ 1.000 農林水産省　農村振興局・水産庁
国土交通省　河川局・港湾局

事業所在庫資産被害率 ⑩ 1.000

営業停止日数（日） ⑪ 20.0

停滞日数（日） ⑫ 35.6

家屋床面積（m2） ⑬ 587 地形図読み取り（別紙参照）

家屋被害額（千円） ⑭ 77,243 ②×⑬×⑦

家庭用品被害額（千円） ⑮ 13,096 ③×⑧

従業員（人） ⑯ 30
調査日： 令和4年2月25日
調査場所： 伊吹漁港協同組合
調査対象者： 漁協組合員
調査実施者： 観音寺市建設課職員
調査実施方法： ヒアリング調査

事業所償却・在庫資産被害額（千円） ⑰ 152,700 ④×⑨×⑯＋⑤×⑩×⑯

一般資産被害額（千円） ⑱ 243,039 ⑭＋⑮＋⑰

営業停止損失額（千円） ⑲ 26,284 （⑪＋⑫）÷２×⑥×⑯÷1,000

便益額（千円） ⑳ 512,362 ⑭＋⑮＋⑰＋⑱＋⑲

台風被害の発生確率 ㉑ 0.06667 (1/10-1/30)

被害発生確率年数（年） 10年 伊吹漁港年別確率波高（別紙参照）
再現期間（年） 30年

年間便益額（千円/年）H22～ 34,159 ①×⑳×㉑
 1×512,362×(1/10-1/30)

平成22年度より発生



[整理番号 35 ]
　ﾛ) 防波堤整備による加工場の財産保全効果（真浦地区）
     真浦地区は台風接近時や冬季波浪時に越波が発生しており、「煮干しイリコ」加工場
   が、度々被災を受け損害が発生しているが、防波堤の整備により、越波が抑制され、被
   災による損害が削減される。

区分 備考
経営体数（体） ① 2

家屋１m2当り評価額（千円） ② 200.9

１世帯当り家庭用品評価額（千円／世帯）③ 13,096

従業員１人当り償却資産評価額（千円） ④ 3,600

従業員１人当り在庫資産評価額（千円） ⑤ 1,490 治水経済調査マニュアル（案）
各種資産評価単価及びデフレータ

従業員１人当り付加価値額（円） ⑥ 31,515 令和4年2月改正
国土交通省

家屋浸水深別被害率 ⑦ 0.655 水管理・国土保全局河川計画課

家庭用品浸水深別被害率 ⑧ 1.000 海岸事業の費用便益分析指針
令和2年4月　一部更新

事業所償却被害率 ⑨ 1.000 農林水産省　農村振興局・水産庁
国土交通省　河川局・港湾局

事業所在庫資産被害率 ⑩ 1.000

営業停止日数（日） ⑪ 20.0

停滞日数（日） ⑫ 35.6

家屋床面積（m2） ⑬ 1,493 地形図読み取り（別紙参照）
1/2×(1564+1422)　2加工場平均

家屋被害額（千円） ⑭ 196,463 ②×⑬×⑦

家庭用品被害額（千円） ⑮ 13,096 ③×⑧

従業員（人） ⑯ 30
調査日： 令和4年2月25日
調査場所： 伊吹漁港協同組合
調査対象者： 漁協組合員
調査実施者： 観音寺市建設課職員
調査実施方法： ヒアリング調査

事業所償却・在庫資産被害額（千円） ⑰ 152,700 ④×⑨×⑯＋⑤×⑩×⑯

一般資産被害額（千円） ⑱ 362,259 ⑭＋⑮＋⑰

営業停止損失額（千円） ⑲ 26,284 （⑪＋⑫）÷２×⑥×⑯÷1,000

便益額（千円） ⑳ 750,802 ⑭＋⑮＋⑰＋⑱＋⑲

台風被害の発生確率 ㉑ 0.06667 (1/10-1/30)

被害発生確率年数（年） 10年 伊吹漁港年別確率波高（別紙参照）
再現期間（年） 30年

年間便益額（千円/年）H23～ 100,112 ①×⑳×㉑
 2×750,802×(1/10-1/30)

平成23年度より発生



[整理番号 35 ]
2) 防御効果
　ｲ) 防波堤整備による加工場の維持費の削減効果（北浦地区）
     北浦地区の「煮干しイリコ」加工場は海岸線と並行して立地し、日常的に越波による外壁
   破損被害を受け、修繕を行っている。防波堤の整備により、越波が抑制されることで、修繕
   費が削減される。

区分 備考
経営体数（体） ① 1 

調査日： 令和4年2月25日
整備前の年間維持管理費（千円／棟） ② 6,000 調査場所： 伊吹漁港協同組合

調査対象者： 漁協組合員
整備後の年間維持管理費（千円／棟） ③ 4,500 調査実施者： 観音寺市建設課職員

調査実施方法： ヒアリング調査
年間便益額（千円/年） 1,500 ①×（②-③）

平成22年度より発生

　ﾛ) 防波堤整備による加工場の維持費の削減効果（真浦地区）
     真浦地区の「煮干しイリコ」加工場は海岸線と並行して立地し、日常的に越波による外壁
   破損被害を受け、修繕を行っている。防波堤の整備により、越波が抑制されることで、修繕
   費が削減される。

区分 備考
経営体数（体） ① 2 

調査日： 令和4年2月25日
整備前の年間維持管理費（千円／棟） ② 6,000 調査場所： 伊吹漁港協同組合

調査対象者： 漁協組合員
整備後の年間維持管理費（千円／棟） ③ 4,500 調査実施者： 観音寺市建設課職員

調査実施方法： ヒアリング調査
年間便益額（千円/年） 3,000 ①×（②-③）

平成23年度より発生

（6）避難・救助・災害対策効果
1) 防波堤の整備による旅客船補助の減少効果
     真浦地区の定期船発着施設がある海域は波浪の影響により、港内の擾乱で定期船の発着
   に影響がでており、波浪発生時には漁船が離発着時に支援を行っているが防波堤の整備に
   より自力離発着が可能となり、漁船が行う支援に係る費用が削減される。

区分 備考
10ｍ/s以上の風速を記録した日数（日） ① 7.29 10ｍ/s以上の風速を記録した年間日数

(H14～R4 気象庁四国中央観測所)
漁類運搬船借上げ費用（千円/日・隻） ② 100 

年間便益額（千円／年） 729 ①×②
平成23年度より発生

調査日：　　　　令和4年2月25日
調査場所：　　　伊吹漁業協同組合
調査対象者：　　漁協組合員
調査実施者：　　観音寺市建設課職員
調査実施方法：　ヒアリング調査
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